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『ほろ馬車でこぼこ道をいく』
作：バーラ・ケイ
AUTHOR’S NOTE　作者の注釈

1.
カリフォルニアに向かう開拓者たちは、荷馬車に家具や衣類や食料をたくさん積み込みました。その途中、新鮮な牛乳は、揺れ動く荷馬車につるされたバケツの中でかきまわされることで、バターとなりました。幌馬車隊は、予定では7月4日にインディペンデンス・ロック（独立岩）に到着していなければなりませんでした。いっぱいに荷物を詰まれた馬車の平均のスピードは、一日に15マイル(1.6キロ)という速さでした。
2.
アイス・スロウという沼地には地下に氷の永久層があったので、開拓者たちは彼らの水樽用に大きなかたまりを切って取り出しました。サブレットカットオフという近道には、50マイルの間、水がなかったのです。そこで、多くの開拓者たちはフォート・ブリッジャー経由で距離は長いけれど進みやすい道を選びました。ソーダ・スプリングス（ソーダの泉という意味）に到着したときには、彼らは天然の炭酸水でレモネードを作ることができたのです。
3.
フォート・ホールを通過した後、開拓者たちはグレート・ベースンの白い塩の砂地を苦労しながら歩いて進みました。それから、冬の吹雪に巻き込まれる前にシエラネヴァダ山脈を横断することができるように、緊迫した思いで、ごつごつしたシエラネヴァダ山脈を懸命に進んでいったのでした。
4.
疲れきった彼らにとって、ようやく最後の山頂にたどり着いてサクラメント渓谷を見下ろしたときの眺めは、どんなにすばらしいものだったのでしょう。
ほろ馬車が

でこぼこ道を進んでいきます。
ゆっくり歩く牛たちが
重い荷車をひいて行きます。　　

お母さん、お父さん、
小さなジョン坊や、
上下に、がたがた揺れながら
旅はつづきます。
かいばに、水、
銃に、工具。
衣類に、毛布、
ラバは言うことをききません。
よろよろしながら、立ち往生、
あらら　しまった！　水路の堀にはまってしまいました。
ぐらぐら、よいしょ、
むちが飛びます。
ごろごろ！　ぴか！
どしゃぶりです。
ぐちゃぐちゃ、どろどろ、
地面はびしょびしょです。
お母さん、お父さん、　
小さなジョン坊や、
馬車を前へ押しながら
一生懸命です。
疲れて、へとへと
汗をかいて、暑い
一日の終わり
キャンプの場所に着きました。
乾燥した家畜のふんを燃やして
へびのステーキです。
コーヒーを入れて、
トウモロコシパンをいただきます。
ロッキー山脈、
大きくて、険しい坂道。
岩だらけのごつごつした道を
馬車はよろよろ進みます。
どさっと降ろして、投げ捨てます。
身のまわりの物に、荷物入れ
こんろに、貴重品も
今ではすっかりがらくたに。
暑い日ざしに、蒸し暑さ、
からからに渇いた地面。
ひどい砂ほこりが渦巻いて
息苦しい空。
お母さん、お父さん、
小さなジョン坊や
とぼとぼ歩いて進んで
一生懸命です。
押して、進んで
山頂に。
たき火に、毛布に
やっと手にした休息です。
霜の降りる、凍えるような
冷たい空気
レースみたいな雪がひらひら
あちらこちらに。
急な下り道に突っ込んで、すべって、
雪の中で立ち往生。
馬車の車輪は凍りつきます。
“牛たち、どうどう！”
お母さん、お父さん、
小さなジョン坊や
ゆっくりと
重い足どりで歩きます。
進んでいくと、
道の終わり。
草原、ポピーが広がり、
やわらかな茶色のウズラが見えます。
小屋を建てて、
土地を整えて。
丸太を材木に
みんな助け合います。
お母さん、お父さん、
小さなジョン坊や
ふわふわしたネルの
ねまきに着替えます。
がんじょうな窓に、
どっしりとしたドア。
今ではもう、あたたかくて安全。
幸せないびきが聞こえます。
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